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第一章 rJl r端文芸の初発期-r新感覚主義」の生成と射程-J では、作家としての始発から雑誌『文
義時代』での活動期までの川端の初発期が分析の対象とされる。「新進作家の新傾向解説」その他の川
端の批評言説の検討を通して川端の前衛主義的な文芸理念を明らかにした上で、その理念的立場と同時
期の小説テクスト一「招魂祭一景J r青い海黒い海J r春景色」等ーの相関について考察を加え、それら
のテクストが示す反リアリズム的性格、前言語的な意識や感覚への接近の試み、言葉の水平的な連鎖性
を呈示するレトリック等に、モダニズムの理念に支えられた川端固有の小説の方法が認められることを
指摘している。第二章「昭和初年代の川端康成一方法の諸展開-J が取り上げるのは、日本の文壇にお
門i可Ei? ?
いてモダニズム文芸が多彩に展開した昭和初年代の川端の文芸活動である。この時期の川端の「新心理
主義」への傾斜の分析を通して初発期以来の川端の方法的立場を確認した上で、代表作「好情歌J や異
色作「散りぬるを」その他の小説テクストの綴密な表現分析によって、川端の方法によって裏打ちされ
たそれらのテクストの呈示する流動的で錯綜したエクリチュールの様態を鮮やかに照射している。「川
端康成の戦後一「新感覚主義」のゆくえ一」と題された第三章は川端の戦後のテクストを問題とする。
「反橋」ゃ『山の音』を中心とした分析を通して、一義的な意味に収飲することのない流動的な意識や
思考を前景化するという、戦前から持続するテクストの様式を確認することによって、川端文芸を貫流
する方法の所在を指摘し、併せて日本的・伝統的な作家という川端評価が戦後の言説状況の中で構築さ
れたものに他ならないことを明らかにしている。
本論文は、以上の分析を通して、初発期から戦後に至る川端文芸を貫く小説の方法を明らかにしてい
る。川端康成を、日本的・伝統的な作家と見倣す旧来の固定的な評価から解き放ち、戦前から戦後に至
るそのテクストを貫流する20世紀小説的な性格を鮮明に指摘する本論の見解は極めて説得的である。従
来の川端研究においては十分に検討されることのなかった前衛的な性格を備えた川端テクストの精細な
分析も優れた成果を挙げており、斯学の発展に寄与するところ多大なものがある。
よって本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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